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１．はじめに 

雪面に炭などの融雪資材を散布してアルベドを低下させる雪面黒化法は，農地の

融雪促進のために古くから行われている．この融雪材の散布適期は「日平均気温-3�

以上で，20cm以上の降雪確率が低くなった時期」（大沼 1)）とされるが，その時期が

出現する頻度や幅，あるいは適期をはずして散布した場合にどのくらい融雪効果が低

下するかなどについては，勘や経験則で判断せざるを得ない．そこで最も融雪促進が

できる散布日（散布適日）の出現時期や，その地域的な特徴などを検討するためのシ

ミュレーモデルの検討をおこなった． 
  

２．モデリング 

（１）融雪材被覆率 

融雪材を散布した雪面のアルベド A は，

自然積雪のアルベドを A1，融雪材のアル

ベドを A2≒0，融雪材の被覆率を S とした

場合，次式で表される． 

A =  A1 (1-S) + A2 S ≒ A1 (1-S)   (1) 

散布直後の S は散布量の対数に比例す

る大沼 1)）が，その融雪の進行に伴って融

雪材粒子の下層への移動が生じるため，

徐々に低下する．また，散布面上に新たな

積雪が生じれば S は 0 となり，その状態は散布面が再び露出するまで続く．前者につ

いて，融雪の進行に伴う S の変化を散布してからの積算融雪量 SM の関数とし（図

１），その特性を以下の 3つのパラメタで表現した． 

S＝(Smax－Smin)×exp{ln(0.5)×SM / SMh}＋Smin  (2) 

ここで Smax：:散布直後の被覆率，Smin：SM→∞における被覆率，SMh：被覆率が半減

する SMである． 

（２）積雪・融雪過程 

日単位の 1 層モデルを用いた．入力は官署データを用い，推定された顕熱，潜熱，長

波放射，短波放射の各項より積雪表面温度を推定し，融雪量を決定する．その際にア

ルベドについて(1)式の A1には山崎
2)の推定式を用いた．Sの推定に用いる 3つのパラ

メタについては広田 3)の観測結果より模索的に求め，暫定的に Smax:0.70，Smin:0.35，

SMh:500 mm とした． 

 

 

被
覆
率
 S

Smax

Smin

SMh
半減期融雪量

積算融雪量SM

図 1 融雪材被覆率の変化の模式図 
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３．結果 

 図 1 に，岩見沢における 2012-13 年

寒候期の気象データを用いた計算例を

示す．3/7 に融雪材を散布した場合，

消雪日の前進効果は 8 日となり，現実

的な値であると判断された．そこで，

このモデルを用いて散布日を変えた計

算を繰り返し，最も消雪日が前進した

散布日を求めることにした．その際，

Smax，Smin，SMh の各パラメタをそれぞ

れ変化させた． 

 図 2 にその結果を示す．各パラメタ

を変化させたプロットを見ると，パラ

メタの大きさによって消雪日は変化す

るが，最も消雪日が前進した散布日

（散布適期）はほぼ DOYが 60～70日

付近であることがわかる．図 1 の積雪

深の変化からわかるように，2 月末に

まとまった降雪があったので，それ以

前に散布すると散布面が被覆され，

DOY=80 日以降に散布した場合は，融

雪量の差がつく前に消雪してしまうの

で，散布効果は薄れる． 

 また，3 つのパラメタを変化させて

もグラフの形が変わらないということ

は，粒径分布や素材等の融雪材の特性

に関わらず，散布適期は気象と積雪の

条件のみによって決まることを示唆し

ている． 

 今後は観測によってパラメタの妥当

性を確認するとともに，過去の気象

データを用いて散布適期の地域性や経

年変化などについて解析をおこなうつ

もりである． 
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図１ 計算例（岩見沢，2012-13） 

3/7 に融雪材を散布した場合．パラメタは 

Smax:0.70，Smin:0.35，SMh:500 

図２ 融雪材散布日と消雪日との関係（岩

見沢，2012-13）．3 つのパラメタをそれ

ぞれ変化させたプロットを重ねている． 
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